
＜記入サンプル＞「日本インドネシア国交樹立６０周年」記念事業認定申請書 

※印のついた項目が事業カレンダーに掲載されます。 

記載欄のスペ－スを越える場合には、別紙を添付いただいて結構です。 

受理番号： 

認定番号： 

（   年  月  日） 

イベント名※ 
和文 インドネシアツアーパンフレット等への 60 周年ロゴの使用 

英文  

主催者名※ 
和文  ○〇〇旅行会社 

英文   

開催場所※ 
和文  パンフレットは日本国内での配布を想定 

英文 

主催者の区分 
当てはまるものにレ印をつけてください。 
□政府機関 □地方自治体又は関連団体 □公益団体 □学校 ☑企業 

□文化団体 □民間非営利団体 □その他（任意団体         ） 

代表者氏名・肩

書 

和文 （代表者肩書とフルネームをご記入ください。） 

英文  

担当者氏名・肩

書 

和文  （担当者肩書とフルネームをご記入ください。） 

英文  

問い合せ先※ 

住所： （問い合わせ先住所他必要事項を各欄にご記入ください。） 

電話： E-Mail:  

FAX： ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ:http://   

事業目的 【例】国交樹立 60 周年を機により多くの日本人のお客様にインドネシアへ訪問していただくため。 

事業概要 

【例】インドネシアを代表する世界遺産ボロブドゥール寺院とジョグジャカルタ、日本とつながりの深いバリ島

を訪問するパッケージツアー等を案内するパンフレット・チラシ・ホームページ等におけるインドネシア文化

の紹介及びロゴマークの使用による日本インドネシア国交樹立 60 周年の広報。 

実施期間※  2018 年 1 月 1 日～12 月 31 日 

インドネシア側

カウンターパー

ト/共催者 

 （ツアーオペレーター名をご記入ください。） 

事業の分野 

当てはまるものにレ印をつけてください。（複数回答可） 

□映画・テレビ □演劇 □舞踏 □音楽 ☑写真 ☑スポーツ ☑芸術・美術 □教育  

□学術・研究 □青少年交流 □地域交流 □ライフスタイル □経済  

☑その他（      観 光                 ） 

当てはまるものにレ印をつけてください。 

□この企画は大きな企画(例：○○祭り、○○シンポジウム)に付属する。 

→【企画の名称：               】 

☑この企画は独立したものである。 

事業形態 

当てはまるものにレ印をつけてください。（複数回答可） 

□祭り □公演・コンサート □展示 □会議 □セミナー・講演 

□ワークショップ □競技・コンペティション □人的交流 □トレーニング 

□ボランティア活動 □TV 番組 □映画・ビデオ上映 □書籍  

☑その他（      観 光                ） 

資金調達 
当てはまるものにレ印をしてください。（複数回答可） 

□公的助成 □企業協賛金 □寄付 □入場料 □会費 ☑自己資金 その他（    ） 

準備状況 
当てはまるものに○をしてください。（複数回答可） 

確定／計画中／コンセプト段階／その他（                 ） 

☑「日本インドネシア国交樹立６０周年記念事業」の認定対象事業のガイドラインに同意した上で申請いたします。 

【送付先】〒100-8919  東京都千代田区霞が関 2－2－1 
日本インドネシア６０周年事務局（外務省南東アジア第二課内） 

TEL: 03-5501-8000（内線 3256） FAX:03-5501-8264 Email: japan-indonesia60@mofa.go.jp 

コメントの追加 [NV1]: 個別ツアーごとに申請すると膨

大な申請数になってしまうので、複数のツアーの販売

があっても、一回でご申請いただければと思います。 

コメントの追加 [NV2]: 「インドネシア文化の紹介」が

必ずしも必要というわけではなく、なるべく日本イン

ドネシアの友好親善に資するような追加要素を盛りこ

んで下さい。（料理、訪問場所の紹介など可能な範囲

で大丈夫です。）その他、60 周年記念特別ツアー等の

企画も歓迎致します。 

コメントの追加 [NV3]: 開始はパンフレット等の配布が

始まる日（2017 中でも可）、終期は決まっていなけれ

ば 12 月 31 日としてください。（追加でツアーを実施

する際にもロゴを使用できるようにするため。） 

コメントの追加 [NV4]: 具体的な内容が定まっていなけ

れば「計画中」でも結構です。 


